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今
月
の
５
冊

『密室晩餐会』二階堂黎人（編）
／原書房
衆人環視の連続殺人、
わずか数時間で変わ
り果てる死体、断崖
の消失…。ミステリー
作家 6 人による『密
室』競作集。

【中央】

中央…10 月 8日（土）１１：００～
長岡…10 月 20 日（木）１４：３０～
韮山… 10 月８日（土）、22 日（土）

各１４：００～
対象／赤ちゃん～小学校低学年く
らいまで（申し込み不要）。

問合せ

『死ぬ気まんまん』佐野洋子（著）
／光文社
「あたし、まだ
いーっぱい言い
たいことがあるの
よ」がんを患

わずら

い
ながらも、元気に
逝
い

った絵本作家
が遺した鮮烈なメッセージ。【長岡】

おはなし会

【中央図書館】☎０５５８‐７６‐５５６６
　毎週月曜日休館　
【長岡図書館】☎０５５‐９４７‐２３６４
　毎週月曜日休館
【韮山図書館】☎０５５‐９４９‐８６０５
　毎週水曜日休館
《各館開館時間 9：00 ～ 17：30》
　各館の休館日は、
今月のカレンダーや、
市ホームページなど
をご覧ください。

不毛の荒野にそびえる巨大な
建物。連れて来られた子どもた
ちは、10 年におよぶ過酷な訓
練の末、どこへ送り出されるの
か？ケイルは仲間とともに脱出
を図り、事態が動き出す。【韮山】

『神の左手』
ポール・ホフマン（著）／講談社

『くまのオットーとえほんのおうち』
ク レ ミ ン ソ ン

（作）／岩崎書店
ひとりぼっちに
なってしまった
オットーは、え
ほんのなかから、

そとのせかいへとびだしました。
　　　　　　　　　　 　【中央】

＊【　】内は所蔵館名

『これからの誕生日』穂高明（著）
／双葉社
バス事故の唯一の生
存者・千春。どうし
て私だけ生き残って
しまったの―。心
の痛みを抱えた少女

と、周りの人々の心模様。それぞ
れの『再出発』の物語。　【長岡】

の左手』
／
バ
存
て

の
と 周りの人

死ぬ気まんまん
／
「
い
た
よ
な
逝

が遺した鮮烈なメ

ク

ひ
な
オ
ほ

そとのせかいへ

／
衆
わ

の
作
室

　

み
な
さ
ん
は
、「
江
川
坦
庵
（
太

郎
左
衛
門
英
龍
）
公
が
眼
鏡
を
か

け
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
を
、
ご

存
じ
で
す
か
？

　

江
川
邸
に
は
、
着
物
や
文
房
具

な
ど
、
坦
庵
公
が
生
前
愛
用
し
て

い
た
品
々
が
、
今
日
に
い
た
る
ま

で
大
切
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
衣
類
や
道
具
な
ど
に
は
、

坦
庵
の
人
柄
を
示
す
よ
う
な
も
の

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

普
段
身
に
つ
け
て
い
た
と
思
わ
れ

る
裁

た
っ
つ
け
ば
か
ま

着
袴
は
、
あ
ち
こ
ち
に
継
ぎ

が
当
た
っ
て
い
て
、
坦
庵
公
の
質

素
倹
約
ぶ
り
が
偲し

の

ば
れ
ま
す
。
ま

た
、
数
多
く
の
書
画
を
生
み
出
し

た
筆
や
硯

す
ず
り

に
は
、
と
こ
と
ん
ま
で

使
い
込
ま
れ
た
様
子
を
見
て
取
る 坦庵公の眼鏡

問合せ
　文化振興課   歴史資源活用推進室
　　　　　　☎０５５‐９４９‐８６０９

その 76

９
月
18
日
・
19
日
に
行
わ
れ
た
市
民
文
化
祭
も
、
無
事
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
文
化
祭
の
ポ
ス

タ
ー
は
、
四
葉
の
ク
ロ
ー

バ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
は
、
四
葉
の
ク

ロ
ー
バ
ー
の
葉
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
意
味
が
あ
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
す
か
。
一
枚
は
『
名

声
』、
一
枚
は
『
富
』、
一
枚
は
『
愛
』、
一
枚
は
『
健
康
』
を
意

味
し
、
そ
れ
ら
四
枚
揃
っ
て
『
真
実
の
愛
』
を
表
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
ま
た
日
本
で
は
、『
幸
せ
』
を
運
ん
で
く
れ
る
葉
と
し
て
、

と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
文
化
祭
を
ご
覧
に
な
っ
た
皆

さ
ん
に
も
、『
幸
せ
』
が
届
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
祭
は
、
市
民
の
芸
術
文
化
意
識
を
向
上
さ
せ
る
場
。
各
団

体
の
異
年
齢
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
お
互
い
に
助
け
あ
う
良
い
習

慣
、
技
術
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
の
人
間
性
を
向
上
さ
せ

る
教
育
の
場
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

文
化
祭
を
き
っ
か
け
に
各
団
体
へ
入
会
し
た
い
人
は
、
事
務
局

（
文
化
振
興
課
内
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市民文化祭終了

　
　

問
合
せ　

文
化
振
興
課（
韮
山
時
代
劇
場
内
）
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０

読書講演会
『尾松純子さんの おはなしの会』
　幼い子から大人まで、さまざまな場で、生
の声での語りを届ける“語り手”尾松純子さん。
その一方、語り手の養成や、各地の社会教育
講座の講師を務めています。今回は、市中央
図書館で、楽しいおはなし会と、読み聞かせ
の勉強会を開きます。
日時　11 月 6日（日）13：30 ～ 15：30
会場　中央図書館２階視聴覚室
① 13：30 ～ 14：20　『親子で楽しむおはなし会』
対象　4歳～小学校低学年の子どもとその保護者
定員　25組（先着順）
② 14：30 ～ 16：00　『おはなし勉強会』
対象　読み聞かせ活動者など興味のある人
定員　50人 ( 先着順 )
申込み　10月 4日（火）から
　中央図書館カウンターまたは電話で申し込んでください。
申込み・問合せ　中央図書館　電話 0558-76-5566

雑誌リサイクル
　図書館で保存期間の過ぎた雑誌を無料配布しま
す。（なくなり次第終了）
日時　10 月 29 日（土）～ 11 月 6 日（日）の
開館日 9：00～17：30
※図書館によって雑誌の種類が異
なります。袋などの入れ物はお持
ちください。

いずのくに読書ウィークいずのくに読書ウィーク

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
、
坦
庵
公
遺
愛
の
品
の

中
に
『
眼
鏡
』
が
あ
り
ま
す
。
眼

鏡
は
二
つ
あ
り
、
い
ず
れ
も
べ
っ

甲
縁
で
、
丸
い
レ
ン
ズ
の
も
の
で

す
。
当
時
の
眼
鏡
に
は
、
現
代
の

眼
鏡
の
よ
う
な
、
つ・

・る
が
な
く
、

紐
で
耳
に
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ブ
リ
ッ
ジ
の
下

の
鼻
に
あ
た
る
部
分
は
、
鼻
の
高

さ
に
応
じ
て
角
度
を
変
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
そ
ら
く
、
日
々
の
仕
事
で
文

書
を
書
く
と
き
や
、
書
物
を
読
む

と
き
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
書
画

制
作
な
ど
の
際
に
、
こ
れ
ら
の
眼

鏡
が
活
躍
し
た
の
で
し
ょ
う
。
破

損
し
た
の
か
、
左
の
眼
鏡
の
ブ

リ
ッ
ジ
が
、
細
い
針
金
で
補
修
し

て
あ
る
の
も
、
ま
た
坦
庵
公
ら
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

質
素
倹
約

愛
用
の
眼
鏡
か
ら
も
坦
庵
公
の

精
神
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す

江川坦庵公所用眼鏡（江川家蔵） 江川坦庵公自画像（江川家蔵）

　

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
、
坦
庵
公

の
自
画
像
。
こ
の
、
威
厳
す
ら
感

じ
さ
せ
る
相そ
う
ぼ
う貌

に
、
眼
鏡
を
か
け

て
い
る
と
こ
ろ
を
想
像
す
る
と

…
。　

歴
史
上
の
偉
人
が
、
な
ん

だ
か
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

気
が
し
ま
せ
ん
か
？

信じよう、本の力信じよう、本の力

皆さんのご支援
ありがとうございました


